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(答) B の方法の方が起こりやすい。
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(1) あ 40 ㎏ ， い 38.2 ㎏

剣道部員の資料の範囲は 8㎏で，柔道部員の資料

(2) の範囲は 17㎏なので，散らばりの程度は柔道部員の

資料の方が大きいことになる。

4 (方程式と計算の過程)

6月に 3冊以上借りた生徒の人数を x人，

全校生徒の人数を y 人とする。

(答) 35 人
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(1) 5 秒後 (2)
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(1) 0 ≦ y ≦ 16a

(2) 通る点 A , b = −5

(3)

(求める過程)

A(−2 , −2 ), B( 4 , 16a ), C( 4 , −8 )

D(−1 , −3 ), E( 4 , 12 )

△EDCの面積 S は

S = 12× 5× 1

2
=50

(16a+ 8)× 6× 1

2
=50× 4
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(答) a =
8

9

7 (証明)

△BFD と △ECDにおいて
仮定 AC//DEより

∠EDC = ∠ACD(平行線の錯角) ①

∠ACD = ∠BDF (仮定) ②

①,②より ∠BDF = ∠EDC ③

仮定 AC//DEより
∠ACB = ∠E (平行線の同位角) ④(

ABより ∠ACB = ∠ADB(円周角) ⑤

(1) 仮定 AD//BCより
∠ADB = ∠B (平行線の同位角) ⑥

⑤,⑥より ∠B = ∠E ⑦

△DBEにおいて⑦と二等辺三角形の条件より
DB = DE ⑧

③,⑦,⑧から一辺とその両端の角より

△BFD ≡ △ECD

よって BF = EC

(2) 42 度
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注　意　事　項

1 解答用紙はこの裏面です。

2 解答用紙に，受検番号と氏名を記入しなさい。

3 解答は，問題ごとに解答用紙の所定欄に記入しなさい。

4 問題は別紙にあります。


